
教育理念〈自主〉主体的に深く考える〈友愛〉認め合い高め合う〈創造〉挑戦し自ら歩む 

文化フェスティバルを終えて 

 
  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

～子どもも教職員も挑戦し続ける大空学園～ 

    
           

          

    

【豊かな発想力・創造力・包容力で 

みんなで創る みんなの学園】 

帯広市立大空学園義務教育学校 

 副校長 奥山 志穂子 

令和６年１１月１３日 第１０号  

制定年月日 令和４年４月１日校 章

制定の経過

公募により募集があった原画にもとづき、大

空学園義務教育学校準備協議会にて検討、決定

した。

校章の由来

緑豊かな自然と子ども達の成長が空に向かっ

ていく様子を枝葉で表している。中心の９つの

赤い山は、９年間の義務教育と大空に輝く太陽

を表現している 「大空学園」を主に、ローマ。

字の表記は、国際色豊かにこれからの未来に向

けて表現されている。

な ん    く う    か い    せい 

南空快晴 

少し前のことになってしまい恐縮ですが多くの保護者、地域の皆様にご来校いただき、第3回文化フェスティ

バルを終了することができました。１年生から９年生までの器楽やダンス、合唱は、どれも学園生一人ひとりの

個性や成長、学年学級の絆などを感じていただけたのではないかと振り返っています。 

初の試みとして、初日の午後から児童生徒会企画や吹奏楽部の演奏、おおぞら委員会によるパフォーマンス

を企画しました。学園生のボルテージも一気にあがり、会場中がわくわく感に包まれました。 

２日目のオープニングは、学園の音楽室を活動拠点に結成４４年を迎えられた「フライデーコーラス」の皆様

による美しいハーモニーで幕開けでした。語りかけるような優しい歌声に、改めて音楽の魅力や、心を込めて伝

えることの大切さを感じることができました。フライデーコーラスの皆様、本当にありがとうございました。 

多くの皆様からご感想やご要望もいただいています。次年度に生かし、更に充実した文化フェスを目指して

まいります。 

テーマの「キャンバス～色とりどりの個性をのせて～」は、学園生の発想 

から生まれたものです。学園生、教職員、地域の大人等、世代を超えて互い 

のよさに気づき、認め、理解しあうこと、多様性があるからこそ、かけがえの 

ない時間が創造され、共有できるということが伝わる素敵な言葉です。学園 

生活を過ごすうえで、これからも大切に更に広げ、深め、育んでまいります。 

と思っています。 

 全国学力・学習状況調査の結果について① 

４月実施された全国学力・学習状況調査の結果について、本校の概要をお伝えします。 

今後は学校運営協議会はじめ保護者の皆様と共有するとともに、対象の６・９年生以外の学年の状況と併せて

分析を進め、学園全体の教育活動や授業改革に生かしていきます。  

 

 【６年生】国語、算数ともに全国平均を大きく下回りました。 

   国語～ 特に「言葉の特徴や使い方に関する事項」領域に課題がみられました。    

算数～ 特に「数と計算」や「変化と関係」領域に課題がみられました。 

 【９年生】国語、数学ともに全国平均を大きく下回りました。 

   国語～ 特に「我が国の言語文化に関する事項」領域に課題がみられました。 

   数学～ 特に「数と式」「データの活用」領域に、課題がみられました。 

   

～児童生徒質問調査より～ 全国の傾向と比べて○肯定的な項目 ▲課題となる項目 

 【６年生】○ＩＣＴをよく利用している  ○困りごとや不安は、学校や先生に相談できる 

【９年生】○困っている人を進んで助ける ○友人関係に満足している 

▲６年生、９年生ともに「インターネットや SNS、動画視聴の時間」が長く「家庭学習の時間」が短い 



 

  

  

     

  

   

   

 

  

第３回 吹奏楽部 

定期演奏会 
1１月２日（土）帯広市民文化ホールにおいて

吹奏学部（ZORASUI）の定期演奏会が開催さ

れました。 

迫力いっぱいの演奏や、楽器の特色を生かし

た曲目等バラエティ豊富なプログラム、楽しい

パフォーマンスに 

会場はたくさんの 

拍手や歓声に包ま 

れました。 

 

 

 

第３７回帯広市 

中学生からのメッセージ 
 1１月９日（土）とかちプラザにて開催されま

した。 

学園からは、加藤 美咲さん（８A）が「目標

があることで変わること」をテーマに自らの経

験を通じて感じたこと、 

今後に生かしたいこと 

などを堂々と発表し、 

優秀賞に輝きました。 

おめでとうございます。 

  

 

 

 

第６１回帯広市  

英語スピーチ暗唱コンテスト 
10月１６日（水）とかちプラザにて開催され

暗唱の部では、坂本唯乃さん（９A）スピーチの

部では、篠田未来さん（９A）が参加しました。

二人とも練習を重ね、その成果を十分に発揮する

ことができました。おめでとうございます。 

【暗唱の部 最優秀賞】 坂本 唯乃 さん 

テーマ 「A Mother's Lullaby」 

【スピーチの部 優秀賞】篠田 未来 さん 

テーマ 「My Great-Grandma」

☆坂本さんは、全道大会の出場が決定しました。 

 

職場体験学習（８年） 

 8年生の総合的な学習の時間に位置づけ、キャ

リア教育の一環として進めている職場体験学習

が、今年度も２３の企業や機関のご協力をいただ

き実施することができました。当日の体験も重要

ですが、事前調査や依頼、事後のまとめや礼状等、

貴重な機会を通じて多くの経験を積んでいます。 

 

 

  

 

第 3回 公開研究会 
１１月１日、帯広市内をはじめ十勝管内外より１００名を超える 

方をお迎えし、第３回公開研究会を開催しました。８つの公開授業 

後の分科会では、様々な角度から授業や子ども達の様子について協

議を深めるとともに、私たちの今後の糧となるたくさんの貴重なご

意見やご助言をいただきました。 

参加された皆様には、各教科や総合的な学習の時間、道徳を通じ 

た「国際理解教育」や「心のスキルアップ」に関する教育課程、小 

中一貫教育（義務教育学校）の一端に触れていただくことができま 

した。 

大人も子どもも多くの人と直接ふれあい、対話し共感しあうこと

の意義深さを改めて実感しつつ、公開研究会はあくまでも通過点で 

あり、今後も子ども達の主体的な学びにつながる授業改革のために 

研鑽していくことの重要性を感じる機会となりました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者・地域の皆様には、次回の参観日や行事等を通して授業の

ようすや子供達の成長をごらんいただけたらと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


